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　令和8年6月定例会を6月3日から16日までの会期で開催しました。
　町長から提案された案

あん

件
けん

は24件（報告1件、同意14件、条例改正2件、条例廃
はい

止
し

1件、補正予算5件、そ
の他1件）、議員発議による案件が2件（条例改正と決議（案））があり、その中から条例改正・補正予算・当
初予算など2件を各常任委員会に付託しました。
　一般質問は6月3日に議員8名が行いました。6月定例会は最終日、委員会に付

ふ

託
たく

していた議
ぎ

案
あん

2件を採
さい

決
けつ

し、閉会しました。

1,114万6千円 増額補正可決
令和8年度 一般会計補正予算

6月
定例会

◯一般コミュニティ助成事業 ……………………… 220万円

◯地域防災組織育成助成事業 …………………… 140万円
　宝くじの受託事業収入を財源として、地域コミュニティ活動の充実・強化を図ること
により、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に貢献するために(一財)自治総合セ
ンターより助成金を受けて行う事業。採択事業に対して自治会に補助金を交付するため
の補正。

◯RSウイルス感染症予防接種委託料 ………… 117万8千円
　2026年度から、妊婦の方へのRSウイルスワクチンの予防接種が、予防接種法に基づ
く定期接種の対象となったため。

補正の主な事業予算

令和８年度から、
妊娠28週～36週の妊婦の方を対象に

RSウイルス
感染症に対する

母子免疫ワクチンの
定期接種を実施します。

RSウイルスは小児や高齢者に呼吸器症状を引き起こすウイルスで、
２歳までにほぼ全ての乳幼児がRSウイルスに少なくとも１度は感染
するとされています。
感染すると、発熱、鼻水、咳などの症状が出現し、初めて感染した乳幼児
の約７割は軽症で数日のうちに軽快しますが、約３割では咳が悪化
し、重症化することがあります。
2010年代には、年間12万人～18万人の２歳未満の乳幼児がRSウイルス
感染症と診断され、３万人～５万人が入院を要したとされています。

RSウイルス感染症は乳幼児が感染すると重症化することがあります

接種時点で、
過去の妊娠時にRSウイルスワクチン（母子免疫ワクチン）を
接種したことのある方も対象になります。

定期接種の対象

定期接種はお住まいの（住民票のある）市町村で実施されます。
接種できる場所や費用について、詳しくはお住まいの市町村にお問い合わせ
ください。また、里帰り出産によりお住まいの市町村外での接種を希望する
場合についても、お住まいの市町村にお問い合わせください。

定期接種を受ける方法と費用

妊娠28週０日 から 36週６日 までの妊婦の方

母子免疫ワクチン（ファイザー社の組換えRSウイルスワク
チン：アブリスボ®）を使用します。このワクチンは、妊婦の方
に接種すると、母体内で作られた抗体が胎盤を通じて胎児に
移行し、生まれた乳児が出生時からRSウイルスに対する
予防効果を得ることができます。

使用するワクチン（母子免疫ワクチン）について

ワクチンの効果

RSウイルスワクチンについて
詳しく知りたい方はこちら 2026年 4月

厚生労働省ホームページ

厚労省 RSウイルス 母子免疫ワクチン

接種スケジュール 妊娠28週０日から36週６日までの間に1回接種

ワクチンの接種後に副反応がみられることがあります。
主な副反応には、接種部位の症状（疼痛、腫脹、紅斑）、頭痛、筋肉痛があります。
ワクチン接種による妊娠高血圧症候群の発症リスクに関して、薬事承認において用いられた
臨床試験では、妊娠高血圧症候群の発症リスクは増加しませんでした。海外における一部の報告
では、妊娠高血圧症候群の発症リスクが増加したというものもありますが、解釈に注意が必要
であるとされています。
接種後に気になる症状を認めた場合は、接種した医療機関へお問い合わせください。

ワクチンの安全性

予防接種後に健康被害が生じた場合は、救済制度があります

医師が特に必要と認めた場合は、他のワクチンと同時接種が可能です。
●他のワクチンとの同時接種について

予防接種は、感染症を予防するために重要なものですが、健康被害（病気になったり障害が残っ
たりすること）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、副反応による健康被害を
なくすことはできないことから、救済制度が設けられています。
接種を受けたご本人及び出生した児が対象となります。制度の利用を申し込むときは、予防接
種を受けた時に住民票を登録していた市町村にご相談ください。

６割程度の予防効果 ５割程度の予防効果

８割程度の予防効果 ７割程度の予防効果

※1 妊娠24週～36週の妊婦を対象としています。
※2 肺炎、気管支炎等の感染症
※3 医療機関への受診を要する気道感染症を有するRSウイルス検査陽性の乳児で、多呼吸、SpO2 93%未満、高流量鼻カニュラ
　   または人工呼吸器の装着、4 時間を超えるICU への収容または無反応・意識不明のいずれかに該当と定義しています。

抗体

日齢０日～90日
有効性（※1）

RSウイルス感染症による医療受診を
必要とした下気道感染症(※2)の予防

RSウイルス感染による医療受診を
必要とした重症下気道感染症(※3)の予防

日齢０日～180日

厚生労働省のHPより「RSウイルスワクチンのご案内（対象者向け）」
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◯地域農業構造転換支援事業補助金 ……………40万2千円
　農業者の急速な減少に対応し、農業生産や地域を維持するためには、改正食料・農
業・農村基本法の下で策定した新たな食料・農業・農村基本計画に基づき、担い手の育
成・確保に向けた、地域農業の構造転換を集中的に推し進める必要があるため、地域の
中核となって農地を引受ける担い手の経営改善に必要な農業用機械・施設の導入を支
援。あわせて、担い手の規模拡大に資するスマート農業技術の研修教育の強化に加え、
就農直後から雇用により農業経営を発展させる意欲と能力のある経営体モデルの創出を
集中的に支援するための補助金。
� （※単位：千円未満切り捨て）

税条例の改正

職員用情報系パソコン購入

議案第34号 専決処分につき承認を求めることについて
（豊郷町税条例の一部を改正する条例）
　令和8年3月31日に公布された地方税法等の一部を改正する法律（令和8年法律第2号）
が4月1日から施行されることに伴い、豊郷町税条例の一部を改正したもの。
　主な改正内容は、軽自動車税の環境性能割の廃止および、「軽自動車税（種別割）」の名称
が「軽自動車税」に変更されることに対する所要の改正、個人町民税関係では住宅借入金等
特別税額控除の適用期限の延長と、固定資産税関係では、家屋および償却資産に係る固定資
産税の免税点の見直し、固定資産税の新築軽減など減税措置の延長などの所要の改正がされ
ました。

議案第52号 契約の締結につき議決を求めることについて
（令和8年度 物品・役務 第285号 職員用情報系パソコン購入業務）
　職員用情報系パソコン購入業務について去る5月15日に滋賀県町村会において共同調
達事業の一般競争入札が実施され、その結果を受け職員用パソコン40台を請負契約金額
11,998,800円で仮契約を結びました。この請負契約を締結するにあたり、地方自治法第
96条第1項第8号および豊郷町議会の議決にすべき契約及び財産の取得または処分に関す
る条例第3条の規程に基づき、議決を求めたもの。

定例会 注目議案定例会 注目議案6月
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提案説明 河合  勇 議員
　定数削減は、身を切る改革の一つ「議員改革」であります。
　何を恐

おそ

れているのでしょうか。今回が10回目であります。
　選挙は、議員としての議員活動に専念してきた結果を住民の方々に
評価していただいた結果ではありませんか。
　また、先の3月定例会で提出された修正案は、社会福祉総務費で

340万円、児童福祉費で80万円、保健衛生費で30万円、教育総務費で50万円の合計
500万円を増額するもので、行政の計画した事業に新規事業を加えるものでありました。
　これは、町長の予算編

へん

成
せい

方
ほう

針
しん

や基本的な性格を根本から変えてしまう修正案でありました。
　一方で見方を変えますと、議員報

ほう

酬
しゅう

は令和8年度予算額合計年間3,276万4千円のうち、
役職を除いての議員一人あたりの報酬額は年間259万6千円であります。
　このことを前提に2名削減すると年間519万2千円であり、議員任期の4年間で2,076
万8千円もの削減となります。
　こうすれば、日本共産党豊郷支部議員団のいう500万円の財源を確保することもできます。
　ただし私の主張は、あくまでも議会改革をする以前に「議員改革」をすべきであり、さ
らなる「議員の資

し

質
しつ

の向上」をめざす必要があるということを申し上げます。
　何が住民の民意なのか評価を受けてはいかがでしょうか。
　5月22日、金曜日発行の議会だよりに、本田氏は議員削減がされていたら、自分がなか
ったのではないかと、だから議員削減を反対するというような文書が書かれていました。
選挙は誰が〇か×か、わかりません。
　在所、なかよし、親

しん

戚
せき

の集まりはみっともないです。信念をもって議会改革に賛同して
はどうですか。
　長も、議員削減を賛同の信念があるのなら、自席があります。副と代わり議会改革に賛
同してはどうですか。
　私は私の信

しん

念
ねん

に従って議員定数の削減を提案します。

議　案

発議第3号 豊郷町議会の議員の定数を定める条例の一部
を改正する条例案

「私は私の信念に従って議員定数の削減を提案します。」（河合議員）
豊郷町議会議員の定数12人を10人に削

さく

減
げん

する条例案。

反 対 鈴木  勉市 議員
　そもそも議会は封

ほう

建
けん

社会のヨーロッパでは王様が一人でなんでも決
めることに反発が起き貴族や聖職者、都市の有力者などが集まり、相
談の場を開いたのが歴史上の議会の始まりだと言われています。近代
になると、貴族だけではなく、国民全体の代表で政治を決めるべきだ
という考えが広がり、議会は今では市長が一方的に決める状態から国
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反 対 長谷川  貴康 議員
　私は議員定数削減には反対ではありません。だが、議論をされてい
ないなかで、民意の意見を聞きもせず、議会だけで決めていいものか
と思います。まずは、民意を聞いてそれで、議会で質疑をし、それで
決定すべきだと思います。議員削減には反対ではない。でもやり方が
反対だということです。

本会議での採決

採決結果
議員名

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

発議第3号 豊郷町議会の議員の定数を定める条例
の一部を改正する条例案 ☒ 〇 × × 〇 － 〇 × 〇 ☒ 〇 ×

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成少数で否決
議　案

発議第4号 中東情勢の早期解決と物価高騰対策を求める
決議（案）

「必要な対策を迅速に講じられるよう強く求める」（今村議員）

民町民の代表にある民主的な意思決定の場として発展をしてきました。その意味で、議会
は町民の代表にある話し合いで町の政治、行政を決める場であります。近年、社会の発展、
前進は目まぐるしく、新しい人権の発展、多様な文化、多様な考え方が広まっています。
そのような社会の発展と現状を見るとき行政を監

かん

視
し

する役割を担う議員を減らすのではな
く、議員自身が町民の生活とくらしを守るための議

ぎ

論
ろん

を活性化できる機会に発展させるべ
きだと考え、定数を削減する条例案には反対と致します。

提案説明 今村  恵美子 議員
　今年2月28日、米軍及びイスラエル軍によるイラン攻撃が行われ、
その後、イランによる報復攻撃も行われる中、ホルムズ海

かい

峡
きょう

をめぐる
緊張は一段と高まっています。
　中東地域は、原油・液化天然ガス・肥料など供給の要衝であり、中

ちゅう

東
とう

情
じょう

勢
せい

はエネルギー安全保障や我が国の経済活動、食糧生産確保にも
重大な影響を及ぼすおそれがあります。今後、原油や電力価格の高

こう

騰
とう

が続けば、さらなる
物価高を招き、国民生活に直接影響するのみならず、農林水産業、運輸業、建設業、観光
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辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

発議第3号 豊郷町議会の議員の定数を定める条例
の一部を改正する条例案 ☒ 〇 × × 〇 － 〇 × 〇 ☒ 〇 ×

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成少数で否決
議　案

発議第4号 中東情勢の早期解決と物価高騰対策を求める
決議（案）

「必要な対策を迅速に講じられるよう強く求める」（今村議員）

民町民の代表にある民主的な意思決定の場として発展をしてきました。その意味で、議会
は町民の代表にある話し合いで町の政治、行政を決める場であります。近年、社会の発展、
前進は目まぐるしく、新しい人権の発展、多様な文化、多様な考え方が広まっています。
そのような社会の発展と現状を見るとき行政を監

かん

視
し

する役割を担う議員を減らすのではな
く、議員自身が町民の生活とくらしを守るための議

ぎ

論
ろん

を活性化できる機会に発展させるべ
きだと考え、定数を削減する条例案には反対と致します。

提案説明 今村  恵美子 議員
　今年2月28日、米軍及びイスラエル軍によるイラン攻撃が行われ、
その後、イランによる報復攻撃も行われる中、ホルムズ海

かい

峡
きょう

をめぐる
緊張は一段と高まっています。
　中東地域は、原油・液化天然ガス・肥料など供給の要衝であり、中

ちゅう

東
とう

情
じょう

勢
せい

はエネルギー安全保障や我が国の経済活動、食糧生産確保にも
重大な影響を及ぼすおそれがあります。今後、原油や電力価格の高

こう

騰
とう

が続けば、さらなる
物価高を招き、国民生活に直接影響するのみならず、農林水産業、運輸業、建設業、観光
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反 対 西澤  博一 議員
　現在、エネルギー価格の高騰や日々の物価高により、町民や地域の中
小企業のみなさまが、深刻な不安の中に置かれている現実は痛いほど理
解しております。
　さらに一刻も早い対策が必要であるという認識においても、全く同じ
想いであります。

　しかしながら、その不安を払
ふっ

拭
しょく

するための手段として、抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な要望を国に送りつけると
いう「本決議案」の手法に対しては、実

じっ

効
こう

性
せい

の観点から到底賛成することはできません。
　第一に、物価高騰の原因を特定の中東情勢のみに結論づけようとすることは、世界の動き
やニュースのとらえ方が偏

かたよ

っており、公平ではないと考えます。
　現在の物価高騰は、為

かわ

替
せ

の変動、世界的な原材料不足、さらには他地域における長期的な
紛
ふん

争
そう

など、複合的な要因が複雑に絡みあって生
しょう

じています。
　今回、特定の中東情勢のみを切り出し、あたかもそれが唯一の決

けっ

定
てい

打
だ

であるかのように断
定して決議を行うことは、事態の本質を見

み

誤
あやま

るものであります。
　国は外交面でも和

わ

平
へい

に向けた働きかけを継続しています。国がまさに総力をあげて取り組
んでいる最中に、何ら具体的な政策提

てい

言
げん

も独自の視点もない、ただ「早期解決」や「必要な対策」
といった無

ぶ

難
なん

な言葉を並べただけの要望を提出することは国政に対する影
えい

響
きょう

力
りょく

はゼロに等し
いと言わざるを得ません。
　国はすでに、エネルギー補助金の延長や機動的な財政出動など、多層的な物価高騰対策を
現在進行形で講じております。
　本町においても、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」などを活用し、住民
税非課税世帯への物価高騰重点支援給付3万円や水道料金、下水道使用料の基本料金の減免
措
そ

置
ち

など、生活に直結した支援がなされています。
　私たち議員が今真に果たすべき職務は、国への形ばかりの要望ではありません。限られた
自治体の財源をいかに効率的に使い、今、この瞬間も苦しんでいる足元の住民を、本町独自
の予算と施策でいかに迅速に支援するかという具体策を議論することこそが、私たち議員に
課された本当の責任です。「住民のために声を上げた」と主張をして、責任を逃れようとす
る姿勢は、断

だん

じて容
よう

認
にん

できません。
　住民のみなさまが求めているのは、今日、明日の生活が1円でも助かる具体的な支援です。
　「早期解決」や「対策を迅速に講じられるよう」といった言葉で、形だけの本決議案には
反対を表明し、議員各位の賢

けん

明
めい

なご判断を仰
あお

ぎ、反対討論と致します。

関連産業など幅広い分野に多大な影響が懸
け

念
ねん

されるため、町民や町内業者からも不安の声
が強まっています。
　よって、本町議会は、国際社会における平和の実現を希

き

求
きゅう

するとともに、国民生活や我
が国の経済を守るため、中東情勢の早期解決を強く求めます。
　政府におかれては、国際社会と連

れん

携
けい

して早期解決へと努めること、エネルギーの安定供
給や物価を含む国民生活や日本経済への影響を的確に把握し、必要な対策を迅速に講じら
れるよう強く求めます。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

6
月
定
例
会

賛 成 本田  淸春 議員
　今先ほど町内の皆さんの暮らしと直結する問題を討論すべきだという
反対討論が西澤議員より行われました。ご承知のように町内でもごみ袋
が買えないという声が出ています。それほど深

しん

刻
こく

な問題がこのアメリカ
とイスラエルによるイラン攻

こう

撃
げき

が起こっていることなんです。ここに近
きん

縁
えん

していることに間違いありません。しかし、それだけではありません。
国連憲

けん

章
しょう

および国際法に反する重大な違
い

反
はん

行為がおこなわれているというこの出来事に私た
ちは議員として目を向けるべきではありませんか。イラン核問題をめぐる外交交渉が継続し
ている最中にアメリカが交渉を一方的に打ち切り、軍事行動に踏み切ったことは平和的解決
を原則とする国際社会の努力に逆行するものです。さらに最高指導者の殺害、体

たい

制
せい

転
てん

覆
ぷく

への
言及などが国家私権を著しく侵害するものであり、極めて深刻です。また、子ども含む多数
の市民が犠牲となり、学校・病院・文化施設・民家インフラ施設などへの攻撃が行われるこ
とは、国際人道法の観点からも強く非難されなければなりません。原子力関連施設への攻撃
を示

し

唆
さ

する発言などは、広範かつ深刻な被害を引き起こす危険をはらに断じて許されるもの
ではありません。現在、停戦に向けた協議が模

も

索
さく

されている一方でイスラエルが隣国レバノ
ンへの軍事行動を示唆するなど情勢は依

い

然
ぜん

として予断を許さない状況にあります。国際社会
にはさらなる軍事的緊張の拡大を防ぎ、外交的解決を追求する責任が政府にあります。政府
に求められているのは、アメリカおよびイスラエルに対し軍事行動の即時停止と外交交渉へ
の復帰を強く働きかけることです。加えて中東情勢の緊

きん

迫
ぱく

化
か

は日本経済のいや国民生活に深
刻な影響を及ぼしています。ガソリン高騰だけではなく、今問題になっているナフサ供給の
不安定化によってプラスチック用品、インク、断

だん

熱
ねつ

材
ざい

や自動車部品など幅広い産業に広がっ
ています。先ほど紹介しましたごみ袋が買えないという町民の声もコロナ禍の問題と位置づ
けることができます。政府は物価高騰から国民生活を守るため燃料費負担の軽減策をはじめ、
中小企業への支援、生活困窮世帯への実行ある支援策を早急に講じるべきです。またエネル
ギーや原材料の安定的供給に向けた対策を強化し、国民生活と地域経済を守る責任を果たす
べきであります。この提案されています意見書は県議会でも採択されている内容です。議員
の皆さんの賛同をお願いして賛成討論と致します。

本会議での採決

採決結果
議員名

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

発議第4号 中東情勢の早期解決と物価高騰対策を
求める決議（案） × × × ◎ × － × × ☒ 〇 × 〇

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成少数で否決
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

6
月
定
例
会

賛 成 本田  淸春 議員
　今先ほど町内の皆さんの暮らしと直結する問題を討論すべきだという
反対討論が西澤議員より行われました。ご承知のように町内でもごみ袋
が買えないという声が出ています。それほど深

しん

刻
こく

な問題がこのアメリカ
とイスラエルによるイラン攻

こう

撃
げき

が起こっていることなんです。ここに近
きん

縁
えん

していることに間違いありません。しかし、それだけではありません。
国連憲

けん

章
しょう

および国際法に反する重大な違
い

反
はん

行為がおこなわれているというこの出来事に私た
ちは議員として目を向けるべきではありませんか。イラン核問題をめぐる外交交渉が継続し
ている最中にアメリカが交渉を一方的に打ち切り、軍事行動に踏み切ったことは平和的解決
を原則とする国際社会の努力に逆行するものです。さらに最高指導者の殺害、体

たい

制
せい

転
てん

覆
ぷく

への
言及などが国家私権を著しく侵害するものであり、極めて深刻です。また、子ども含む多数
の市民が犠牲となり、学校・病院・文化施設・民家インフラ施設などへの攻撃が行われるこ
とは、国際人道法の観点からも強く非難されなければなりません。原子力関連施設への攻撃
を示

し

唆
さ

する発言などは、広範かつ深刻な被害を引き起こす危険をはらに断じて許されるもの
ではありません。現在、停戦に向けた協議が模

も

索
さく

されている一方でイスラエルが隣国レバノ
ンへの軍事行動を示唆するなど情勢は依

い

然
ぜん

として予断を許さない状況にあります。国際社会
にはさらなる軍事的緊張の拡大を防ぎ、外交的解決を追求する責任が政府にあります。政府
に求められているのは、アメリカおよびイスラエルに対し軍事行動の即時停止と外交交渉へ
の復帰を強く働きかけることです。加えて中東情勢の緊

きん

迫
ぱく

化
か

は日本経済のいや国民生活に深
刻な影響を及ぼしています。ガソリン高騰だけではなく、今問題になっているナフサ供給の
不安定化によってプラスチック用品、インク、断

だん

熱
ねつ

材
ざい

や自動車部品など幅広い産業に広がっ
ています。先ほど紹介しましたごみ袋が買えないという町民の声もコロナ禍の問題と位置づ
けることができます。政府は物価高騰から国民生活を守るため燃料費負担の軽減策をはじめ、
中小企業への支援、生活困窮世帯への実行ある支援策を早急に講じるべきです。またエネル
ギーや原材料の安定的供給に向けた対策を強化し、国民生活と地域経済を守る責任を果たす
べきであります。この提案されています意見書は県議会でも採択されている内容です。議員
の皆さんの賛同をお願いして賛成討論と致します。

本会議での採決

採決結果
議員名

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

発議第4号 中東情勢の早期解決と物価高騰対策を
求める決議（案） × × × ◎ × － × × ☒ 〇 × 〇

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成少数で否決
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議
第
53
号 
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

総

務

課

問  

財ざ
い
せ
い政
調ち

ょ
う
せ
い整
基き

金き
ん

８
０
８
万
3,
0
0
0

円
を
増
額
補
正
し
て
繰
り
入
れ
し
た
後
、

財
調
の
残
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答  

約
７
億
6,
0
0
0
万
円
で
あ
り
ま

す
。

問  

一
般
事
務
で
2
3
6
万
5,
0
0
0

円
の
減
額
理
由
と
内
訳
の
説
明
を
求
め
ま

す
。

答  

会
計
年
度
の
一
般
事
務
の
パ
ー
ト
さ

ん
が
1
名
減
っ
た
減
額
で
す
。

問  

愛
里
保
育
園
施
設
費
で
給
料
が
一
般

職
給
で
5
5
4
万
1,
0
0
0
円
の
減
額

理
由
に
つ
い
て
。

答  

昨
年
末
に
数
年
間
勤
め
て
い
た
職
員

が
退
職
し
た
た
め
、
今
年
新
人
を
補
充
し

て
人
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
単
価
が
変

わ
っ
た
分
減
額
に
な
り
ま
す
。

問  

教
育
総
務
費
の
事
務
局
費
の
6
0
6

万
7,
0
0
0
円
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
。

答  

会
計
年
度
任
用
職
員
6
名
と
学
校
の

臨り
ん
じ時
講こ

う
し師
さ
ん
の
分
で
4
月
１
日
の
人
事

異
動
に
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

問  

幼
稚
園
費
の
会
計
年
度
任
用
職
員
給

が
2
7
0
万
7,
0
0
0
円
の
減
額
理
由

に
つ
い
て
。

答 

4
月
１
日
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を

含
む
幼
稚
園
の
人
事
異
動
に
伴
っ
て
の
減

額
で
あ
り
ま
す
。

企
画
振
興
課

問  

総
務
管
理
費
企
画
費
の
調
査
委
託
料

は
ど
こ
に
委
託
し
て
何
を
調
査
す
る
の

か
。

答  

令
和
８
年
度
中
の
解
体
を
目
指
し
て

い
る
先
人
を
偲
ぶ
館
を
解
体
す
る
前
に
ア

ス
ベ
ス
ト
が
あ
る
か
を
事
前
調
査
す
る
委

託
費
用
で
す
。

保
健
福
祉
課

問  

障
害
福
祉
費
の
委
託
料
1
4
8
万

5,
0
0
0
円
の
シ
ス
テ
ム
改か

い

修し
ゅ
う

委い
た
く託
料り

ょ
う

と
は
何
か
。

答  

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報ほ

う
し
ゅ
う酬
改か

い
せ
い正
が

令
和
８
年
6
月
に
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
対

応
す
る
保
守
シ
ス
テ
ム
改
修
で
す
。

医
療
保
険
課

問  

民
生
費
国
庫
負
担
金
の
減
額
は
国
保

加
入
者
が
減
っ
た
為
な
の
か
。

答  

被
保
険
者
が
減
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

軽
減
対
象
数
が
減
っ
た
為
減
額
し
て
い
ま

す
。

問  

予
防
費
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
、

ど
の
よ
う
な
感
染
症
な
の
か
。

答  

年
齢
を
問
わ
ず
何
度
も
感か

ん
せ
ん染
を
繰

り
返
す
も
の
で
初
回
感
染
時
に
は
よ
り

重じ
ゅ
う
し
ょ
う症
化か

し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

特
に
生
後
6
ヶ
月
以
内
に
感
染
し
た
場
合

は
肺は

い
え
ん炎
な
ど
重
症
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

※
詳
細
は
P
2
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

先人を偲ぶ館（中の様子） 先人を偲ぶ館（外観）
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

産
業
振
興
課

問  

農
産
振
興
費
の
地
域
農の

う
ぎ
ょ
う業
構こ

う
ぞ
う造
転て

ん
か
ん換

支し
え
ん援
事じ

ぎ
ょ
う業
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
な
の
か
。

答 

農
業
関
係
の
補
助
金
は
結
構
名
前
が

こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
ん
で
す
け
ど
、
今
回
は

地
域
計
画
に
載
っ
て
い
る
担
い
手
に
対
す

る
補
助
金
で
あ
り
ま
す
。
農
業
機
械
と
か

施
設
の
導
入
の
補
助
金
の
こ
と
で
今
ま
で

と
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
P
2
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
54
号

令
和
８
年
度
豊
郷
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

税

務

課

問  

税
率
改
正
で
後
期
高
齢
と
介
護
保
険

の
所
得
割
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
減
っ
た

の
か
。

答  

介
護
分
が
0.
13
％
、
支
援
分
が

０.
27
％
の
減
で
す
。

医
療
保
険
課

問  

普
通
交
付
金
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
。

答  

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
仮
係
数
の
方

で
計
上
し
て
お
り
、
仮
係
数
の
段
階
で

は
、
医
療
費
見
込
み
を
診し

ん
り
ょ
う療
報ほ

う
し
ゅ
う酬
改
定
率

10
％
で
算
定
さ
れ
て
い
た
が
、
確
定
係
数

時
に
は
１.
54
％
で
算
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
大
き
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

▪問  

基
金
は
町
に
残
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答  

基
金
は
町
に
残
る
と
い
う
ふ
う
に
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
町
は
町
で
健

全
な
国
保
運
営
を
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
世
帯
さ
ん
の
た
め
に
な
る
よ
う

な
こ
と
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
金
で
す
か
ら
。

問  

療り
ょ
う
よ
う養
給き

ゅ
う
ふ付
費ひ

の
減
額
理
由
に
つ
い

て
。

答  

豊
郷
町
は
こ
れ
ぐ
ら
い
の
医
療
費
が

か
か
る
だ
ろ
う
と
県
か
ら
示
さ
れ
る
が
、

仮
係
数
の
段
階
で
は
診
療
報
酬
10
％
で
計

算
し
た
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

確
定
係
数
１.
54
％
の
計
算
で
提
示
さ
れ

た
の
で
、
そ
こ
が
大
き
く
下
が
っ
た
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問  

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
の
内
訳
に

つ
い
て
。

答 

保
険
税
軽
減
分
、
保
険
者
支
援
分
、

ま
た
、
基
金
の
方
を
導
入
し
た
分
と
な
っ

て
お
り
、
合
わ
せ
て
５
万
８,
０
０
０
円

の
内
訳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問  

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
一

人
当
た
り
の
額
は
い
く
ら
か
。

▪答  
標
準
保
険
料
額
で
お
答
え
し
ま
す
。

１
人
当
た
り
３,
０
０
３
円
で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

文
教
民
生
常
任
委
員
会
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

産
業
振
興
課

問  
農
産
振
興
費
の
地
域
農の

う
ぎ
ょ
う業
構こ

う
ぞ
う造
転て

ん
か
ん換

支し
え
ん援
事じ

ぎ
ょ
う業
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事

業
な
の
か
。

答 

農
業
関
係
の
補
助
金
は
結
構
名
前
が

こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
ん
で
す
け
ど
、
今
回
は

地
域
計
画
に
載
っ
て
い
る
担
い
手
に
対
す

る
補
助
金
で
あ
り
ま
す
。
農
業
機
械
と
か

施
設
の
導
入
の
補
助
金
の
こ
と
で
今
ま
で

と
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
P
2
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
54
号

令
和
８
年
度
豊
郷
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

税

務

課

問  

税
率
改
正
で
後
期
高
齢
と
介
護
保
険

の
所
得
割
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
減
っ
た

の
か
。

答  
介
護
分
が
0.
13
％
、
支
援
分
が

０.
27
％
の
減
で
す
。

医
療
保
険
課

問  

普
通
交
付
金
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
。

答  

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
仮
係
数
の
方

で
計
上
し
て
お
り
、
仮
係
数
の
段
階
で

は
、
医
療
費
見
込
み
を
診し

ん
り
ょ
う療
報ほ

う
し
ゅ
う酬
改
定
率

10
％
で
算
定
さ
れ
て
い
た
が
、
確
定
係
数

時
に
は
１.
54
％
で
算
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
大
き
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

▪問  

基
金
は
町
に
残
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答  

基
金
は
町
に
残
る
と
い
う
ふ
う
に
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
町
は
町
で
健

全
な
国
保
運
営
を
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
世
帯
さ
ん
の
た
め
に
な
る
よ
う

な
こ
と
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
金
で
す
か
ら
。

問  

療り
ょ
う
よ
う養
給き

ゅ
う
ふ付
費ひ

の
減
額
理
由
に
つ
い

て
。

答  

豊
郷
町
は
こ
れ
ぐ
ら
い
の
医
療
費
が

か
か
る
だ
ろ
う
と
県
か
ら
示
さ
れ
る
が
、

仮
係
数
の
段
階
で
は
診
療
報
酬
10
％
で
計

算
し
た
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

確
定
係
数
１.
54
％
の
計
算
で
提
示
さ
れ

た
の
で
、
そ
こ
が
大
き
く
下
が
っ
た
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問  

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
の
内
訳
に

つ
い
て
。

答 

保
険
税
軽
減
分
、
保
険
者
支
援
分
、

ま
た
、
基
金
の
方
を
導
入
し
た
分
と
な
っ

て
お
り
、
合
わ
せ
て
５
万
８,
０
０
０
円

の
内
訳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問  

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
の
一

人
当
た
り
の
額
は
い
く
ら
か
。

▪答  

標
準
保
険
料
額
で
お
答
え
し
ま
す
。

１
人
当
た
り
３,
０
０
３
円
で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

文
教
民
生
常
任
委
員
会
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議案審議私私ははこう判断こう判断
令和8年 6月  定例会

全員賛成
議第33号
令和７年度豊郷町一般会計繰越明許費繰越計
算書について

議第34号
専決処分につき承認を求めることについて（豊
郷町税条例の一部を改正する条例）

議第35号
専決処分につき承認を求めることについて（令
和７年度豊郷町一般会計補正予算（第９号））

議第36号～ 49号
豊郷町農業委員会委員の任命につき同意を求
めることについて

議第50号
豊郷町先人を偲ぶ館の設置および管理に関す
る条例を廃止する条例案

議第51号
豊郷町消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例案

議第53号
令和８年度豊郷町一般会計補正予算（第２号）

議第54号
令和８年度豊郷町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）

議第55号
令和８年度豊郷町水道事業会計補正予算（第１号）

議第56号
令和８年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第１号）

賛否が分かれたもの
議第52号契約の締結につき議決を求めることに
ついて

（令和８年度 物品・役務 第285号 職員用情報系
パソコン購入業務）

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

可決
〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ☒

契約および財産の取得または処分に関する条例に基づき議決を求めるもの。※詳しくはP３
発議第３号豊郷町議会の議員の定数を定める条例
の一部を改正する条例案 ☒ 〇 × × 〇 － 〇 × 〇 ☒ 〇 ×

否決
議員定数を12人から10人とするもの。※詳しくはP４～
発議第４号中東情勢の早期解決と物価高騰対策を
求める決議（案） × × × ◎ × － × × ☒ 〇 × 〇

否決
平和の実現を希求するとともに日本経済への影響を把握し必要な対策を求めるもの※詳しくはP５～

（〇は賛成、×は反対。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

委員会等の出欠状況
日　付 会　　議

議員名
長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

6月  1日 議会議員全員協議会 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 出 出
6月  3日 第２回定例会（開会） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月  5日 第２回定例会（一般質問） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月  8日 予算決算常任委員会 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
6月10日 文教民生常任委員会 － 出 － － 欠 － 出 － － 出 出 出
6月16日 第２回定例会（閉会） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
注１　「出」は出席、「欠」は欠席です。　注２　委員会は、所属する委員のみあらわしており、「－」は出席の必要はありません。

とよさと議会  令和8年8月28日発行　 10

一般質問とは 　議員が、町が処理するすべての事務について質問し、町長の所信を質した
り、事実関係を明らかにするだけではなく、政策について議論するものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問次

の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

６月議会では８議員が一般質問を行いました。（質問順）

★
の
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
鈴
木
　
べ
ん
い
ち 

議
員

　・�

旧
豊
郷
小
学
校
群
の
観
光
実
態
把
握
に
向
け
た
実

証
実
験
に
つ
い
て
問
う
。

　★�

75
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
人
間
ド
ッ
ク
補
助
を
求

め
る
。

　・�

介
護
保
険
の
福
祉
用
具
貸
与（
介
護
予
防
福
祉
用

具
貸
与
）に
つ
い
て
問
う
。

　・
移
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

　★�

ゴ
ミ
減
量
と
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
村
岸
　
ぜ
ん
い
ち 

議
員

　★�

防
災
対
策
と
消
防
団
活
動
を
問
う
。

　・
子
ど
も
の
交
通
安
全
を
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
西
澤
　
ひ
ろ
か
ず 

議
員

　★
河
川
環
境
の
保
全
を
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
本
田
　
き
よ
は
る 

議
員

　・�

学
校
の
熱
中
症
対
策
を
問
う
。

　・
教
職
員
の
休
憩
時
間
の
実
態
と
認
識
を
問
う
。

　・�

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

の
認
識
を
問
う
。

　・
補
聴
器
へ
の
大
幅
な
支
援
が
必
要
。

　★�

防
災
倉
庫
は
災
害
時
に
活
用
し
や
す
い
場
所
に
設

置
す
べ
き
。

◦
今
村
　
え
み
こ 
議
員

　★
ご
み
行
政
を
問
う
。

　・
介
護
保
険
第
10
期
策
定
を
問
う
。

　★
町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
の
実
施
を
。

　・
子
ど
も
た
ち
へ
の
町
独
自
支
援
施
策
の
強
化
を
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
い
の
う
え
　
き
み
子 

議
員

　★
上
下
水
道
料
金
の
福
祉
減
免
を
問
う
。

　★�

自
転
車
の
利
用
者
に
よ
る
改
正
道
路
法
の
順
守
と

入
学
助
成
事
業
を
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
か
わ
い
　
勇 

議
員

　★
大
町
墓
地
に
つ
い
て
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
長
谷
川
　
た
か
や
す 

議
員

　★
町
道
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　★�

生
活
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
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一般質問とは 　議員が、町が処理するすべての事務について質問し、町長の所信を質した
り、事実関係を明らかにするだけではなく、政策について議論するものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問次

の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

６月議会では８議員が一般質問を行いました。（質問順）

★
の
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
鈴
木
　
べ
ん
い
ち 

議
員

　・�

旧
豊
郷
小
学
校
群
の
観
光
実
態
把
握
に
向
け
た
実

証
実
験
に
つ
い
て
問
う
。

　★�

75
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
人
間
ド
ッ
ク
補
助
を
求

め
る
。

　・�

介
護
保
険
の
福
祉
用
具
貸
与（
介
護
予
防
福
祉
用

具
貸
与
）に
つ
い
て
問
う
。

　・
移
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

　★�

ゴ
ミ
減
量
と
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
村
岸
　
ぜ
ん
い
ち 

議
員

　★�

防
災
対
策
と
消
防
団
活
動
を
問
う
。

　・
子
ど
も
の
交
通
安
全
を
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
西
澤
　
ひ
ろ
か
ず 

議
員

　★
河
川
環
境
の
保
全
を
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
本
田
　
き
よ
は
る 

議
員

　・�

学
校
の
熱
中
症
対
策
を
問
う
。

　・
教
職
員
の
休
憩
時
間
の
実
態
と
認
識
を
問
う
。

　・�

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

の
認
識
を
問
う
。

　・
補
聴
器
へ
の
大
幅
な
支
援
が
必
要
。

　★�

防
災
倉
庫
は
災
害
時
に
活
用
し
や
す
い
場
所
に
設

置
す
べ
き
。

◦
今
村
　
え
み
こ 

議
員

　★
ご
み
行
政
を
問
う
。

　・
介
護
保
険
第
10
期
策
定
を
問
う
。

　★
町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
の
実
施
を
。

　・
子
ど
も
た
ち
へ
の
町
独
自
支
援
施
策
の
強
化
を
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
い
の
う
え
　
き
み
子 

議
員

　★
上
下
水
道
料
金
の
福
祉
減
免
を
問
う
。

　★�

自
転
車
の
利
用
者
に
よ
る
改
正
道
路
法
の
順
守
と

入
学
助
成
事
業
を
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
か
わ
い
　
勇 

議
員

　★
大
町
墓
地
に
つ
い
て
問
う
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
長
谷
川
　
た
か
や
す 

議
員

　★
町
道
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　★�

生
活
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
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▪▪問   

12
月
議
会
に
続
き
、再
度
、

75
才
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対

象
に
し
た
人
間
ド
ッ
ク
補
助
を

町
独
自
の
事
業
と
し
て
実
施
す

る
事
を
求
め
る
。

▪▪答
　（
医
療
保
健
課
長
）

　
現
在
、
人
間
ド
ッ
ク
補
助
は

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
35
才
以
上
～
75
才
未
満
の
方

で
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
県
補

助
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い

る
。
現
段
階
で
は
、
補
助
金
な

ど
の
財
源
が
な
く
全
額
、
町
の

一
般
財
源
に
な
る
事
か
ら
、
本

町
独
自
の
補
助
を
実
施
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪▪問   

後
期
高
齢
者
事
業
な
の
で

難
し
い
と
の
回
答
で
し
た
が
、

調
べ
て
見
る
と
大
阪
府
後
期
高

齢
者
医
療
連
合
会
で
は
こ
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
助
成

額
は
、
国
保
と
同
額
の
２
６
，

０
０
０
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
健
康

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
高

齢
者
の
健
康
を
守
り
、
高
齢
者

自
ら
が
自
分
の
健
康
状
態
を
把

握
し
、
予
防
活
動
を
高
め
、
医

療
費
の
節
減
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
、
こ
の
事
業
の
実
施
を
求
め

る
。

▪▪答
　（
医
療
保
健
課
長
）

　
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

連
合
会
は
、「
後
期
高
齢
者
の

多
く
は
か
か
り
つ
け
医
を
持

ち
、
定
期
的
に
受
診
さ
れ
て
い

る
の
で
網も

う

羅ら

的
な
人
間
ド
ッ
ク

よ
り
か
か
り
つ
け
医
の
見
立
て

に
よ
っ
て
必
要
な
検
査
項
目
を

絞
っ
て
受
診
す
る
方
が
よ
り
妥

当
で
あ
る
」
と
の
見
解
で
す
。

　
が
ん
健
診
に
つ
い
て
は
、
後

期
高
齢
者
に
対
し
て
も
実
施
し

て
お
り
、
生
活
慣
習
病
の
重
症

化
予
防
と
フ
レ
イ
ル
対
策
の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
た
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
の
受
診
を
勧か

ん

奨し
ょ
う

し
て
い
き
た
い
。

▪▪問  

ゴ
ミ
問
題
の
要
は
ゴ
ミ
を

ど
れ
だ
け
減
ら
せ
る
か
に
あ
り

ま
す
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

① 
企
業
系
ご
み
が
ど
れ
だ
け
増

え
て
い
る
の
か
。

② 

企
業
系
ご
み
は
ど
の
よ
う
に

収
集
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
か
。

▪▪答
　（
住
民
生
活
課
長
）

① 

企
業
系
の
ご
み
は
、
令
和

７
年
度
は
５
６
１･

１
２

ト
ン
で
、
前
年
比
で
約

１
０
６
％
。
令
和
４
年
度
と

比
較
す
る
と
、
こ
の
４
年

間
で
約
１
５
８
ト
ン
、
約

１
４
０
％
の
増
で
す
。

②  

企
業
が
直
接
リ
バ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
に
搬は

ん

入に
ゅ
うす
る
の
と
、
企

業
が
ゴ
ミ
運う

ん

搬ぱ
ん

業
者
と
契
約

し
て
搬
入
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
運
搬
業
者
が
豊
郷
町

内
に
限
ら
ず
、
契
約
企
業
を

回
る
た
め
、
運
搬
業
者
の
運

転
手
が
ゴ
ミ
袋
を
町
別
に
記

入
し
、
ゴ
ミ
の
量
を
案
分
し

て
い
る
。

▪▪問   
手
元
の
資
料
を
見
る
と
令

和
７
年
度
の
家
庭
系
の
燃
や

す
ゴ
ミ
の
目
標
は
１
，０
４
３

で
実
績
が
１
，１
０
０
で
す
か

ら
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
町
内
で
企
業
系
ゴ

ミ
を
出
し
て
い
る
業
者
は
何
社

か
。

▪▪答
　（
住
民
生
活
課
長
）

　
回
収
業
者
を
通
じ
て
町
が
把

握
し
て
い
る
の
は
72
社
で
す
。

▪▪問
　 

豊
郷
町
で
は
、
企
業
系
の

ゴ
ミ
を
ど
の
よ
う
に
減
ら
し
て

行
く
の
か
が
大
き
な
鍵
で
あ
る

事
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
例
え
ば
町
長
名
で
、

ゴ
ミ
の
現
状
を
企
業
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
減

量
に
協
力
を
お
願
い
し
て
は
ど

う
か
。

▪▪▪▪答
　(

町
長)

　
以
前
か
ら
、
担
当
に
事
業
系

の
ゴ
ミ
を
調
査
し
な
さ
い
と
は

話
し
て
い
ま
す
が
な
か
な
か
掴

み
づ
ら
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　
本
当
に
町
民
の
み
な
さ
ん
は

減
量
に
協
力
的
で
感
謝
し
て
い

ま
す
。
町
長
名
で
、
し
っ
か
り

こ
れ
（
協
力
の
お
願
い
）
を
出

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

鈴木  べんいち 議員

町
長
名
で（
お
願
い
を
）出
し
た
い
。

企
業
系
ゴ
ミ
の
減
量
に
向
け
、

�

協
力
の
依
頼
を
。

町
独
自
の
補
助
を

 
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

75
才
以
上
を
対
象
に
し
た

�

人
間
ド
ッ
ク
補
助
を
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▪▪問
　 

本
町
で
は
消
防
団
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
団
で
あ
り
ま
す
。

日
頃
は
町
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
、
予
防
活
動
や
色
々

な
訓
練
等
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
こ

と
を
問
い
ま
す

① 

今
現
在
の
団
員
は
何
名
お
ら

れ
、
そ
の
内
女
性
団
員
は
何

名
お
ら
れ
る
の
か
。

② 

消
防
団
員
が
減
少
す
る
中
で

団
員
の
確
保
を
ど
の
様
に
考

え
て
お
ら
れ
る
か
。

③ 

毎
年
の
防
災
訓
練
の
中
で
、

消
防
団
は
ど
の
よ
う
な
訓
練

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

④ 

消
防
団
員
の
体
調
管
理
は
、

本
人
が
す
る
の
は
当
然
だ
が
、

も
し
持じ

病び
ょ
うの
あ
る
方
が
団
員

に
な
ら
れ
た
ら
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
く

の
か
。

⑤ 

町
内
に
防ぼ

う

火か

水す
い

槽そ
う

、消
火
栓
、

自
然
水
利
は
ど
れ
だ
け
あ
り
、

点
検
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
か
。

⑥ 

町
は
消
防
団
と
各
字
の
自じ

警け
い 

団だ
ん

と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

▪▪答
　（
総
務
課
長
）

① 

現
在
の
団
員
数
の
設
置
38
名

で
そ
の
中
女
性
は
3
名
で

す
。

② 

団
員
の
確
保
は
町
と
し
て
は
、

役
場
や
各
字
の
提て

い

示じ

版ば
ん

に
ポ

ス
タ
ー
を
提
示
し
て
募
集
し

て
い
る
ま
た
、
団
は
、
地
元

で
そ
れ
ぞ
れ
入
団
し
て
く
れ

る
人
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。

③ 

防
災
訓
練
の
中
で
団
の
訓
練

内
容
は
、
基
本
的
に
は
各
字

の
訓
練
の
指し

導ど
う

薬や
く

剤ざ
い

師し

助
言

を
お
願
い
す
る
。

④ 

体
調
管
理
は
本
人
の
意
思
で

あ
り
、
活
動
自
体
に
問
題
が

な
け
れ
ば
特
に
な
い
が
、
有ゆ

う

事じ

の
際
や
訓
練
に
つ
い
て

は
、
無
理
に
参
加
す
る
必
要

は
な
い
と
伝
え
て
い
る
。

⑤ 

防
火
水
槽
は
65
基
、
消
火
栓

は
３
８
４
か
所
、
自
然
水
利

は
4
か
所
で
、
点
検
は
定
期

的
に
分ぶ

ん

署し
ょ

が
行
っ
て
お
ら

れ
、
団
も
毎
月
１
日
に
点
検

は
し
て
い
ま
す
。

⑥ 

消
防
団
は
団
長
に
ま
た
、
自

警
団
は
区
長
の
指
揮
下
に
あ

り
、
直
接
、
指
揮
命
令
系
統

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
日
頃

か
ら
協
力
し
て
活
動
し
て
い

る
。

▪▪問
　（
再
質
問
）

① 

消
防
団
員
が
出
動
中
に
持
病

の
あ
る
方
も
お
ら
れ
、
も
し

も
怪
我
を
さ
れ
た
場
合
は
公

務
災
害
あ
た
る
の
か
、
そ
の

範
囲
を
ど
の
よ
う
に
検
証
す

る
の
か
。

② 
行
方
不
明
者
等
の
捜そ

う

索さ
く

活
動

は
ど
の
様
な
方
法
で
消
防
団

に
伝
え
て
い
る
の
か
。

▪▪答
　（
総
務
課
長
）

① 

公こ
う

務む

災さ
い

害が
い

に
認
定
さ
れ
る
か

は
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
出
動
中

の
範
囲
は
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
中
身
ま
で
は
し
っ
か

り
と
把
握
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
確
認
を
い
た
し
ま
す
。

② 

今
回
は
警
察
か
ら
役
場
に
行

方
不
明
者
の
捜
索
に
協
力
要

請
が
あ
り
総
務
課
長
か
ら
消

防
主
任
に
連
絡
し
て
消
防
団

へ
出
動
要よ

う

請せ
い

を
し
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

村岸  ぜんいち 議員

防災対策と消防団活動を問う

基本的に自治会での訓練指導や助言を行う

定期点検の風景（下枝）

白山神社での夏季訓練（八町）
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▪▪問
　 

本
町
で
は
消
防
団
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
団
で
あ
り
ま
す
。

日
頃
は
町
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
、
予
防
活
動
や
色
々

な
訓
練
等
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
こ

と
を
問
い
ま
す

① 

今
現
在
の
団
員
は
何
名
お
ら

れ
、
そ
の
内
女
性
団
員
は
何

名
お
ら
れ
る
の
か
。

② 
消
防
団
員
が
減
少
す
る
中
で

団
員
の
確
保
を
ど
の
様
に
考

え
て
お
ら
れ
る
か
。

③ 

毎
年
の
防
災
訓
練
の
中
で
、

消
防
団
は
ど
の
よ
う
な
訓
練

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

④ 

消
防
団
員
の
体
調
管
理
は
、

本
人
が
す
る
の
は
当
然
だ
が
、

も
し
持じ

病び
ょ
うの
あ
る
方
が
団
員

に
な
ら
れ
た
ら
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い
く

の
か
。

⑤ 

町
内
に
防ぼ

う

火か

水す
い

槽そ
う

、消
火
栓
、

自
然
水
利
は
ど
れ
だ
け
あ
り
、

点
検
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
か
。

⑥ 

町
は
消
防
団
と
各
字
の
自じ

警け
い 

団だ
ん

と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

▪▪答
　（
総
務
課
長
）

① 

現
在
の
団
員
数
の
設
置
38
名

で
そ
の
中
女
性
は
3
名
で

す
。

② 

団
員
の
確
保
は
町
と
し
て
は
、

役
場
や
各
字
の
提て

い

示じ

版ば
ん

に
ポ

ス
タ
ー
を
提
示
し
て
募
集
し

て
い
る
ま
た
、
団
は
、
地
元

で
そ
れ
ぞ
れ
入
団
し
て
く
れ

る
人
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。

③ 

防
災
訓
練
の
中
で
団
の
訓
練

内
容
は
、
基
本
的
に
は
各
字

の
訓
練
の
指し

導ど
う

薬や
く

剤ざ
い

師し

助
言

を
お
願
い
す
る
。

④ 

体
調
管
理
は
本
人
の
意
思
で

あ
り
、
活
動
自
体
に
問
題
が

な
け
れ
ば
特
に
な
い
が
、
有ゆ

う

事じ

の
際
や
訓
練
に
つ
い
て

は
、
無
理
に
参
加
す
る
必
要

は
な
い
と
伝
え
て
い
る
。

⑤ 
防
火
水
槽
は
65
基
、
消
火
栓

は
３
８
４
か
所
、
自
然
水
利

は
4
か
所
で
、
点
検
は
定
期

的
に
分ぶ

ん

署し
ょ

が
行
っ
て
お
ら

れ
、
団
も
毎
月
１
日
に
点
検

は
し
て
い
ま
す
。

⑥ 

消
防
団
は
団
長
に
ま
た
、
自

警
団
は
区
長
の
指
揮
下
に
あ

り
、
直
接
、
指
揮
命
令
系
統

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
日
頃

か
ら
協
力
し
て
活
動
し
て
い

る
。

▪▪問
　（
再
質
問
）

① 

消
防
団
員
が
出
動
中
に
持
病

の
あ
る
方
も
お
ら
れ
、
も
し

も
怪
我
を
さ
れ
た
場
合
は
公

務
災
害
あ
た
る
の
か
、
そ
の

範
囲
を
ど
の
よ
う
に
検
証
す

る
の
か
。

② 

行
方
不
明
者
等
の
捜そ

う

索さ
く

活
動

は
ど
の
様
な
方
法
で
消
防
団

に
伝
え
て
い
る
の
か
。

▪▪答
　（
総
務
課
長
）

① 

公こ
う

務む

災さ
い

害が
い

に
認
定
さ
れ
る
か

は
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
出
動
中

の
範
囲
は
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
中
身
ま
で
は
し
っ
か

り
と
把
握
は
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
確
認
を
い
た
し
ま
す
。

② 

今
回
は
警
察
か
ら
役
場
に
行

方
不
明
者
の
捜
索
に
協
力
要

請
が
あ
り
総
務
課
長
か
ら
消

防
主
任
に
連
絡
し
て
消
防
団

へ
出
動
要よ

う

請せ
い

を
し
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

村岸  ぜんいち 議員

防災対策と消防団活動を問う

基本的に自治会での訓練指導や助言を行う

定期点検の風景（下枝）

白山神社での夏季訓練（八町）
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河川環境の保全を問う

県に今後も強く要望します。
西澤  ひろかず 議員

▪▪問  

滋
賀
県
で
は
、
河
川
環
境

の
保
全
を
行
う
た
め
、
緊き

ん

急き
ゅ
う

浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

推す
い
し
ん進
事じ

ぎ
ょ
う業
に
よ
る
河
川
の

堆た
い
せ
き積

土
砂
等
撤て

っ
き
ょ去

を
令
和
７
年

度
か
ら
令
和
11
年
度
の
５
年

間
、
緊
急
に
浚
渫
等
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高

齢
化
が
進
む
中
、
河
道
の
中
ま

で
雑
草
等
の
除
去
を
行
う
こ
と

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
と
も

に
住
民
か
ら
は
、
大
雨
等
に

よ
っ
て
河
川
が
氾は

ん
ら
ん濫
し
そ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配

す
る
声
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
一

度
、
河
川
全
体
に
お
け
る
何
ら

か
の
対
応
を
検
討
し
、
備
え
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
答

弁
を
求
め
ま
す
。

▪▪答 

（
地
域
整
備
課
長
）

　
岩
倉
川
と
宇
曽
川
の
合
流
付

近
の
土
砂
の
撤
去
、
滋
賀
県
も

監か
ん

視し

で
き
る
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
カ

メ
ラ
の
設
置
を
し
て
い
ま
す
。

管
理
は
滋
賀
県
で
す
。
今
後
も

引
き
続
き
湖
東
土
木
事
務
所
に

要よ
う
ぼ
う望
を
し
ま
す
。

▪▪問   

河
川
水
位
の
上
昇
は
、
土

砂
や
樹
木
、
雑
草
等
が
あ
る
が

ゆ
え
に
、
水
の
流
れ
を
妨
げ
て

い
る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
集
中
豪
雨
と
か

局
地
的
に
豪
雨
が
あ
っ
た
と
き

に
氾
濫
す
る
リ
ス
ク
を
県
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

県
は
河
川
の
土
砂
等
の
撤
去
を

５
年
間
で
、
緊
急
に
浚
渫
等
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め

ま
す
。

▪▪答  

（
地
域
整
備
課
長
）

　
河
川
の
増
水
時
に
雑
草
は
倒

れ
て
し
ま
う
だ
け
な
の
で
、
何

も
行
い
ま
せ
ん
。
田
畑
の
被
害

が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
災
害
復

旧
で
直
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
の

浚
渫
な
ど
の
事
業
内
容
は
町
で

は
分
か
り
ま
せ
ん
。

▪▪▪▪問  

住
民
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、

管
理
者
で
あ
る
県
が
や
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
担
当
課
長
と
、

町
長
の
答
弁
を
求
め
た
い
。

▪▪答  

（
地
域
整
備
課
長
）

　
補
助
金
も
、
い
ろ
い
ろ
制
約

が
つ
き
、
業
者
さ
ん
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
感
覚
で
や
っ
て
も
ら

う
よ
う
な
事
業
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

▪▪答  

（
町
長
）

　
管
理
責
任
は
県
に
あ
る
わ
け

で
す
。
６
町
に
は
毎
年
浚
渫
を

し
っ
か
り
や
っ
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
で
、
要
望
を
一
番
に
上

げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
と
要
望
し
て
ま
い
り

た
い
。

河川の現状（吉田）

河川の現状（吉田）

とよさと議会  令和8年8月28日発行　14 

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

防災倉庫は災害時に
活用しやすい場所に設置すべき

耐震診断は行っていないが、
一定の耐久性はある。

本田  きよはる 議員

▪▪問   

現
在
の
高
野
瀬
に
あ
る
防

災
倉
庫
は
、
災
害
時
町
民
が
利

用
す
る
備
品
が
9
割
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
は
旧
農
業
倉
庫
を
活
用
し

て
お
り
、
災
害
時
に
十
分
機
能

す
る
の
か
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

対
策
本
部
が
置
か
れ
る
役
場
か

ら
離
れ
て
お
り
、
職
員
が
倉
庫

ま
で
い
く
こ
と
も
困
難
と
な

り
ま
す
。
周
辺
道
路
が
狭
く
、

必
要
な
資
機
材
を
迅
速
に
搬

出
・
配
布
で
き
る
の
か
不
安
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
倉
庫
自
体

の
耐た

い
し
ん
せ
い

震
性
も
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
大
規
模
地
震
で
損そ

ん
か
い壊
し
た

場
合
、
防
災
資
機
材
が
使
用
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
近
い

将
来
想
定
さ
れ
る
大
規
模
災
害

に
備
え
、
防
災
倉
庫
を
役
場
敷し

き

地ち

内
ま
た
は
近
接
地
へ
移
設

し
、
迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
備
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
町
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

▪▪答 

（
総
務
課
長
）　

　
現
在
の
防
災
倉
庫
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
に
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
資
機
材
を
搬
出
で
き
る

よ
う
、
平
時
か
ら
訓
練
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
駐
車

場
の
拡
張
を
行
っ
て
お
り
、
車

両
に
よ
る
接
近
は
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
。
倉
庫
へ
は
南
北
両

方
向
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
、
大

型
車
両
の
通
行
実
績
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
ル
ー
ト

で
搬
出
で
き
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
倉
庫
は
古
い
建
物
を
再
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
耐
震
診
断
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。一
方
で
、

倉
庫
は
大
き
な
荷
重
が
か
か
る

施
設
で
は
な
く
、
一
定
の
耐
久

性
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
大
規
模
地
震
で
は
新

し
い
建
物
を
含
め
倒と

う

壊か
い

リ
ス
ク

を
完
全
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
防
災
倉
庫
の
移
転
や
更
新
に

つ
い
て
は
、
用
地
確
保
な
ど
の

課
題
が
あ
る
ほ
か
、
本
町
は
公

共
施
設
面
積
が
大
き
い
と
の
指

摘
も
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
は

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 北側

西側
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

防災倉庫は災害時に
活用しやすい場所に設置すべき

耐震診断は行っていないが、
一定の耐久性はある。

本田  きよはる 議員

▪▪問   

現
在
の
高
野
瀬
に
あ
る
防

災
倉
庫
は
、
災
害
時
町
民
が
利

用
す
る
備
品
が
9
割
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
は
旧
農
業
倉
庫
を
活
用
し

て
お
り
、
災
害
時
に
十
分
機
能

す
る
の
か
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

対
策
本
部
が
置
か
れ
る
役
場
か

ら
離
れ
て
お
り
、
職
員
が
倉
庫

ま
で
い
く
こ
と
も
困
難
と
な

り
ま
す
。
周
辺
道
路
が
狭
く
、

必
要
な
資
機
材
を
迅
速
に
搬

出
・
配
布
で
き
る
の
か
不
安
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
倉
庫
自
体

の
耐た

い
し
ん
せ
い

震
性
も
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
大
規
模
地
震
で
損そ

ん
か
い壊
し
た

場
合
、
防
災
資
機
材
が
使
用
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
近
い

将
来
想
定
さ
れ
る
大
規
模
災
害

に
備
え
、
防
災
倉
庫
を
役
場
敷し

き

地ち

内
ま
た
は
近
接
地
へ
移
設

し
、
迅
速
か
つ
確
実
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
備
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
町
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

▪▪答 

（
総
務
課
長
）　

　
現
在
の
防
災
倉
庫
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
に
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
資
機
材
を
搬
出
で
き
る

よ
う
、
平
時
か
ら
訓
練
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
駐
車

場
の
拡
張
を
行
っ
て
お
り
、
車

両
に
よ
る
接
近
は
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
。
倉
庫
へ
は
南
北
両

方
向
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
、
大

型
車
両
の
通
行
実
績
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
い
ず
れ
か
の
ル
ー
ト

で
搬
出
で
き
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
倉
庫
は
古
い
建
物
を
再
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
耐
震
診
断
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。一
方
で
、

倉
庫
は
大
き
な
荷
重
が
か
か
る

施
設
で
は
な
く
、
一
定
の
耐
久

性
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
大
規
模
地
震
で
は
新

し
い
建
物
を
含
め
倒と

う

壊か
い

リ
ス
ク

を
完
全
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
防
災
倉
庫
の
移
転
や
更
新
に

つ
い
て
は
、
用
地
確
保
な
ど
の

課
題
が
あ
る
ほ
か
、
本
町
は
公

共
施
設
面
積
が
大
き
い
と
の
指

摘
も
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
は

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 北側

西側
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町版物価高騰対策の実施を

国県の情報を精査します
今村  えみこ 議員

▪▪問  

町
版
物
価
高こ

う

騰と
う

対
策
が
必

要
と
思
い
ま
す
が
、
以
下
の
提

案
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま

す
。
①
町
版
生
活
支
援
金
の
実

施
　
②
町
内
自
営
業
者
に
対
す

る
町
税
の
減げ

ん

免め
ん

猶ゆ
う

予よ

の
拡
充
　

③
農
業
者
の
へ
の
肥
料
や
農
業

資
材
、
燃
料
費
に
対
す
る
軽
減

補
助
の
実
施
　
④
障し

ょ
う

碍が
い

者し
ゃ

へ
の

ガ
ソ
リ
ン
、
タ
ク
シ
ー
補
助
の

拡
充

▪▪答  

（
企
画
振
興
課
長
）

　
国
の
交
付
金
で
全
世
帯
に

２
万
円
給
付
予
定
な
の
で
、
こ

れ
を
町
生
活
支
援
金
と
考
え
て

い
ま
す
。

▪▪答  （
税
務
課
長
）

② 

に
つ
い
て
は
現
在
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
納
付
で
お
困
り
の

方
は
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▪▪答  （
産
業
振
興
課
長
）

 

③ 

に
つ
い
て
町
独
自
で
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
国
や
県
の
補

助
金
を
活
用
し
支
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▪▪答  （
保
健
福
祉
課
長
）

 

④ 

に
つ
い
て
は
町
の
障
碍
者
等

バ
イ
オ
ガ
ス
が
発
生
で
き
る
の
か
疑
問

ご
み
の
減
量
資
源
化
と

住
民
負
担
軽
減
を

通
院
費
助
成
事
業
で
今
年
度

タ
ク
シ
ー
補
助
を
引
き
上
げ

し
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
代
は

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し

ま
す
。

▪▪問  

我
が
国
の
経
済
は
物
価

高
、
円
安
、
イ
ン
フ
レ
で
急
速

に
悪
化
し
て
い
ま
す
。
国
県
待

ち
で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
町

施
策
の
拡
充
は
可
能
で
す
。
タ

ク
シ
ー
補
助
は
２
０
０
０
円
を

２
７
６
０
円
に
上
げ
た
ら
ガ
ソ

リ
ン
代
も
上
げ
る
べ
き
で
す
。

▪▪答  （
企
画
振
興
課
長
）

　
情
報
を
精
査
し
な
が
ら
方
針

を
考
え
ま
す
。

▪▪問  

原げ
ん

油ゆ

高こ
う
と
う騰
で
ご
み
処
理
施

設
の
焼
却
燃
料
や
資
材
の
影
響

が
見
込
ま
れ
る
。
彦
愛
犬
広
域

行
政
組
合
新
施
設
計
画
や
湖
東

衛
生
管
理
組
合
の
リ
バ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
今
後
30
年
間

ど
う
進
め
る
の
か
見
解
を

　
ま
た
、
今
年
度
の
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
は
苦
情
が
多
い
が
改
善
を

▪▪答  （
住
民
生
活
課
長
）

　
今
後
ご
み
と
し
て
処
分
さ
れ

て
い
た
も
の
を
資
源
と
し
て
捉

え
る
社
会
に
な
る
と
考
え
、
分

別
資
源
化
の
拡
大
が
進
む
と
予

想
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
新

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向
け
、

分
別
の
統
一
と
ご
み
の
減
量
化

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

は
、
議
員
、
民
生
委
員
、
住
民

の
方
々
か
ら
賛
否
、
ご
意
見
を

伺
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は

区
長
さ
ん
や
住
民
さ
ん
、
近
隣

市
町
を
参
考
に
経
費
削
減
も
踏

ま
え
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
回

の
ご
意
見
を
参
考
に
工
夫
し
て

い
き
ま
す
。

▪▪問   

豊
郷
町
は
生
ご
み
回
収
資

源
化
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

湖
東
衛
生
管
理
組
合
４
町
に
拡

大
し
、
豊
郷
町
に
あ
る
し
尿
処

理
施
設
で
し
尿
と
浄じ

ょ
う

化か

槽そ
う

汚お

泥で
い

、そ
し
て
生
ご
み
を
活
用
し
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
実
施
す
れ

ば
、
１
市
４
町
の
可
燃
ご
み
処

理
新
施
設
の
小
規
模
化
が
は
か

れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が

か
。

▪▪答  （
町
長
）

　
リ
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
し
尿

処
理
場
で
、
そ
れ
の
し
尿
分
が

一
日
43
Ｋ
ℓ
で
果
た
し
て
バ
イ

オ
ガ
ス
が
発
生
で
き
る
の
か

し
っ
か
り
積
算
し
て
提
言
い
た

だ
き
た
い
。

▪▪答  （
保
健
福
祉
課
長
）

　
ま
さ
し
く
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。で
す
が
、
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▪▪問   

全
国
に
お
い
て
上
下
水
道

の
福
祉
減げ

ん

免め
ん

は
、介
護
制
度
を

基
準
に
し
て
い
ま
す
。主
に「
経

済
的
負
担
の
軽
減
」と「
衛
生
管

理
」の
維
持
が
理
由
で
す
。そ
こ

で
①
寝
た
き
り
世
帯
へ
の
上
下

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
を
制
度

化
で
き
な
い
か
。②
物
価
高こ

う

騰と
う

の
中
、社
会
的
弱
者
へ
の
支
援

を
強
化
す
る
お
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

▪▪答  （
保
健
福
祉
課
長
）

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、負

担
を
軽
減
す
る
た
め
総
合
的
に

支
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、上
下
水
道
料
金
の

福
祉
減
免
を
導
入
す
る
こ
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。次
の
社

会
的
弱
者
へ
の
支
援
強
化
は
、

他
の
自
治
体
を
参
考
に
様
々
な

施
策
を
行
っ
て
お
り
、支
援
事

業
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

▪▪問   

在
宅
で
の
寝
た
き
り
介
護

で
は
、健
康
な
世
帯
に
比
べ
て

水
道
使
用
料
が
必
然
的
に
大
き

く
な
り
、家
庭
を
圧
迫
し
て
い

る
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。福

祉
減
免
に
は
、負
担
を
和
ら
げ

る
目
的
が
あ
り
ま
す
。簡
単
に

言
え
ば
、清
潔
な
生
活
や
健
康

を
諦
め
さ
せ
な
い
た
め
に
、こ

の
制
度
は
絶
対
に
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
、水
道
事
業
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、行
政

全
体
の
福
祉
施
策
で
す
。そ
の

た
め
一
般
会
計
か
ら
上
下
水
道

事
業
会
計
に
減
免
相
当
額
を
繰

り
入
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
、

加
入
者
と
の
公
平
性
が
保
て
る
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
求
め
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

いのうえ  きみ子 議員

活
動
の
み
使
用
し
て
い
ま
す
。

改
正
道
路
法
の
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

と

入
学
助
成
事
業
の「
公
平
性
」を
。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、い
ろ
ん
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

「
福
祉
減
免
制
度
は
行
政
全
体
の

福
祉
施
策
」
で
絶
対
必
要
。

▪▪答  （
保
健
福
祉
課
長
）

　
ま
さ
し
く
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。で
す
が
、

い
ろ
ん
な
世
代
の
方
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
、い
ろ
ん
な
施
策
を
行
い
ま

す
の
で
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

▪▪問   

自
転
車
へ
の
青
切
符
制
度

は
、命
を
守
る
た
め
に
改
正
さ

れ
た
も
の
で
す
。令
和
５
年
６

月
定
例
会
で
私
が
質
問
し
た

際
、教
育
次
長
は
、努
力
義
務
化

し
た
の
で
、授
業
や
部
活
動
で

自
転
車
を
使
用
す
る
中
学
生
に

支
給
し
た
。新
１
年
生
に
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
と
し
て
、

入
学
助
成
金
の
額
を
５
０
０
０

円
増
額
す
る
か
、す
で
に
購
入

し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
と
思
う

か
ら
、二
重
の
投
資
に
な
り
、そ

こ
ら
辺
に
そ
ご
も
出
て
く
る
と

い
う
答
弁
で
し
た
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い

る
児
童
生
徒
を
見
か
け
る
機
会

が
少
な
い
現
状
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。ま
た
、中
学
生
の
入

学
助
成
金
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
を
含
め
て
２
万
５
０
０
０

円
か
。次
に
、法
改
正
に
よ
り
教

育
委
員
会
な
ら
び
に
学
校
で
は
、

ど
の
よ
う
な
指
導
し
、ま
た
行
っ

て
い
る
の
か
。

▪▪答  

（
教
育
次
長
）

　
中
学
生
の
入
学
助
成
金
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
を
含
め
て

の
２
万
５
０
０
０
円
。見
か
け

る
機
会
が
少
な
い
現
状
に
つ
い

て
は
、各
校
で
引
き
続
き
指
導

を
考
え
て
い
ま
す
。授
業
で
は
、

ふ
る
さ
と
探た

ん
ぼ
う訪
及
び
職
場
体
験

学
習
の
移
動
に
使
用
し
、部
活

動
で
は
再
登
校
部
活
や
休
業

日
、長
期
休
業
中
の
活
動
の
み

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

▪▪問  

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

改
正
法
を
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

す
る
よ
う
理
解

と
周
知
す
る
こ
と
が
喫き

っ
き
ん緊
の
課

題
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、部
活
に
入
っ
て
い
な

い
子
ど
も
さ
ん
に
も
５
０
０
０

円
を
増
額
助
成
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、小
学
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
さ
ん
も
状
況
的
に
は
同

じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。小
学

校
入
学
予
定
児
童
に
つ
い
て
も

５
０
０
０
円
を
増
額
助
成
す
る

こ
と
で
、子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
な
る
と
考
え

ま
す
が
、な
ぜ
公
平
性
を
保
て

な
い
の
で
す
か
。

▪▪答  （
教
育
次
長
）

　
当
然
学
校
で
の
指
導
は
引
き

続
き
学
校
で
や
っ
て
い
た
だ
く

部
分
と
、当
然
子
ど
も
さ
ん
が

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、

保
護
者
の
方
に
指
導
い
た
だ
く

も
の
で
す
。保
護
者
の
方
に
は
、

再
度
啓
発
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、入
学
す
る
段
階
で
ど

の
部
活
動
に
入
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
支

給
す
る
代
わ
り
に
助
成
金
を

５
０
０
０
円
増
額
し
て
い
る
部

分
と
、授
業
で
も
使
い
ま
す
の

で
、そ
の
分
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
方
は

支
給
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
分
と
し
て

５
０
０
０
円
増
額
し
て
い
ま
す
。
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▪▪問   

全
国
に
お
い
て
上
下
水
道

の
福
祉
減げ

ん

免め
ん

は
、介
護
制
度
を

基
準
に
し
て
い
ま
す
。主
に「
経

済
的
負
担
の
軽
減
」と「
衛
生
管

理
」の
維
持
が
理
由
で
す
。そ
こ

で
①
寝
た
き
り
世
帯
へ
の
上
下

水
道
料
金
の
福
祉
減
免
を
制
度

化
で
き
な
い
か
。②
物
価
高こ

う

騰と
う

の
中
、社
会
的
弱
者
へ
の
支
援

を
強
化
す
る
お
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

▪▪答  （
保
健
福
祉
課
長
）

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、負

担
を
軽
減
す
る
た
め
総
合
的
に

支
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、上
下
水
道
料
金
の

福
祉
減
免
を
導
入
す
る
こ
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。次
の
社

会
的
弱
者
へ
の
支
援
強
化
は
、

他
の
自
治
体
を
参
考
に
様
々
な

施
策
を
行
っ
て
お
り
、支
援
事

業
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

▪▪問   
在
宅
で
の
寝
た
き
り
介
護

で
は
、健
康
な
世
帯
に
比
べ
て

水
道
使
用
料
が
必
然
的
に
大
き

く
な
り
、家
庭
を
圧
迫
し
て
い

る
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。福

祉
減
免
に
は
、負
担
を
和
ら
げ

る
目
的
が
あ
り
ま
す
。簡
単
に

言
え
ば
、清
潔
な
生
活
や
健
康

を
諦
め
さ
せ
な
い
た
め
に
、こ

の
制
度
は
絶
対
に
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
、水
道
事
業
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、行
政

全
体
の
福
祉
施
策
で
す
。そ
の

た
め
一
般
会
計
か
ら
上
下
水
道

事
業
会
計
に
減
免
相
当
額
を
繰

り
入
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
、

加
入
者
と
の
公
平
性
が
保
て
る
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
求
め
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

いのうえ  きみ子 議員

活
動
の
み
使
用
し
て
い
ま
す
。

改
正
道
路
法
の
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

と

入
学
助
成
事
業
の「
公
平
性
」を
。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、い
ろ
ん
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

「
福
祉
減
免
制
度
は
行
政
全
体
の

福
祉
施
策
」
で
絶
対
必
要
。

▪▪答  （
保
健
福
祉
課
長
）

　
ま
さ
し
く
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。で
す
が
、

い
ろ
ん
な
世
代
の
方
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
、い
ろ
ん
な
施
策
を
行
い
ま

す
の
で
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

▪▪問   

自
転
車
へ
の
青
切
符
制
度

は
、命
を
守
る
た
め
に
改
正
さ

れ
た
も
の
で
す
。令
和
５
年
６

月
定
例
会
で
私
が
質
問
し
た

際
、教
育
次
長
は
、努
力
義
務
化

し
た
の
で
、授
業
や
部
活
動
で

自
転
車
を
使
用
す
る
中
学
生
に

支
給
し
た
。新
１
年
生
に
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
と
し
て
、

入
学
助
成
金
の
額
を
５
０
０
０

円
増
額
す
る
か
、す
で
に
購
入

し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
と
思
う

か
ら
、二
重
の
投
資
に
な
り
、そ

こ
ら
辺
に
そ
ご
も
出
て
く
る
と

い
う
答
弁
で
し
た
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い

る
児
童
生
徒
を
見
か
け
る
機
会

が
少
な
い
現
状
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。ま
た
、中
学
生
の
入

学
助
成
金
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
を
含
め
て
２
万
５
０
０
０

円
か
。次
に
、法
改
正
に
よ
り
教

育
委
員
会
な
ら
び
に
学
校
で
は
、

ど
の
よ
う
な
指
導
し
、ま
た
行
っ

て
い
る
の
か
。

▪▪答  

（
教
育
次
長
）

　
中
学
生
の
入
学
助
成
金
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
を
含
め
て

の
２
万
５
０
０
０
円
。見
か
け

る
機
会
が
少
な
い
現
状
に
つ
い

て
は
、各
校
で
引
き
続
き
指
導

を
考
え
て
い
ま
す
。授
業
で
は
、

ふ
る
さ
と
探た

ん
ぼ
う訪
及
び
職
場
体
験

学
習
の
移
動
に
使
用
し
、部
活

動
で
は
再
登
校
部
活
や
休
業

日
、長
期
休
業
中
の
活
動
の
み

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

▪▪問  

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

改
正
法
を
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

す
る
よ
う
理
解

と
周
知
す
る
こ
と
が
喫き

っ
き
ん緊
の
課

題
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、部
活
に
入
っ
て
い
な

い
子
ど
も
さ
ん
に
も
５
０
０
０

円
を
増
額
助
成
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、小
学
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
さ
ん
も
状
況
的
に
は
同

じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。小
学

校
入
学
予
定
児
童
に
つ
い
て
も

５
０
０
０
円
を
増
額
助
成
す
る

こ
と
で
、子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
な
る
と
考
え

ま
す
が
、な
ぜ
公
平
性
を
保
て

な
い
の
で
す
か
。

▪▪答  （
教
育
次
長
）

　
当
然
学
校
で
の
指
導
は
引
き

続
き
学
校
で
や
っ
て
い
た
だ
く

部
分
と
、当
然
子
ど
も
さ
ん
が

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、

保
護
者
の
方
に
指
導
い
た
だ
く

も
の
で
す
。保
護
者
の
方
に
は
、

再
度
啓
発
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、入
学
す
る
段
階
で
ど

の
部
活
動
に
入
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
支

給
す
る
代
わ
り
に
助
成
金
を

５
０
０
０
円
増
額
し
て
い
る
部

分
と
、授
業
で
も
使
い
ま
す
の

で
、そ
の
分
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
方
は

支
給
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
分
と
し
て

５
０
０
０
円
増
額
し
て
い
ま
す
。
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▪▪問   

私
が
行お

こ
な

っ
た
９
月
の
一
般

質
問
に
対
し
て
、町
長
は「
一
言

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
ら
あ

り
が
た
か
っ
た
。」担
当
課
長
は

「
許き

ょ

可か

し
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。」と
議
場
で
明
確
に
答
弁
さ

れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、長
谷
川

貴
康
氏
は「
担
当
課
に
許き

ょ
か可
を

も
ら
っ
た
。」と
周し

ゅ
う
い囲
に
説
明
を

し
て
い
ま
す
。正
式
に
確
認
し

た
結
果
、ど
ち
ら
の
説
明
が
事

実
だ
と
認に

ん

定て
い

し
て
い
る
の
か
。

▪▪答  （
住
民
生
活
課
長
）

　
発
言
の
矛む

盾じ
ゅ
ん
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
９
月
議
会
の
河
合
議

員
の
一
般
質
問
で
お
答
え
し
た

と
お
り
で
す
。本
会
議
で
の
答

弁
は
重
い
も
の
と
捉と

ら

え
て
お
り

ま
す
。

▪▪問  

長
谷
川
貴
康
氏
は
、俺
と

息
子
は
既す
で

に
Ｊ
Ａ
に
通つ
う

帳ち
ょ
う

が
あ

る
か
ら
、俺
が
家
族
を
つ
れ
て

い
き
、家か

族ぞ
く

名め
い

義ぎ

の
口
座
で
貯ち
ょ

金き
ん

し
て
い
る
と
私
に
証
言
し
ま

し
た
。つ
ま
り
、チ
ラ
シ
の
名め

い

義ぎ

上じ
ょ
うは
、議
員
の
息む
す

子こ

。実
際
に
集

金
し
た
の
は
、長
谷
川
貴
康
氏

が
議
員
バ
ッ
チ
を
つ
け
て
寄き

附ふ

集あ
つ

め
を
行
っ
た
。預よ

金き
ん

通つ
う

帳ち
ょ
う

は
、

長
谷
川
貴
康
氏
が
持
っ
て
い
る

と
い
う
構こ

う

図ず

で
あ
り
ま
す
。

　
町
は
町
民
の
常
じ
ょ
う

識し
き

感か
ん

覚か
く

か
ら

見
て
適て

き

切せ
つ

と
言
え
る
の
か
。町
民

か
ら
は
強
い
違い

和わ

感か
ん

や
不ふ

信し
ん

の

声
が
あ
り
ま
す
。町
と
し
て
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
の
か
、特
に
問

題
は
な
い
と
考
え
る
の
か
。

▪▪答  （
町
長
）

　
私
も
議
員
を
し
て
い
た
立

場
で
あ
り
ま
す
か
ら
、議
員
と

い
う
の
は
、や
は
り
モ
ラ
ル
と

議
会
活
動
の
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
に
も
と
づ
い
て
行

動
を
行

お
こ
な
う
の
が
、議
員
と
し
て

の
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
抵て

い

触し
ょ
くす
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、そ
れ
ぞ
れ
議
員
自み

ず
から
が
説

明
責せ

き

任に
ん

を
果は

た
す
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

▪▪問   

議
員
は
選
挙
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
住
民
の
代だ

い

理り

、
代だ

い

表ひ
ょ
うで

あ
り
ま
す
。
主し

ゅ
け
ん
し
ゃ

権
者
は
あ
く
ま

で
も
住
民
で
あ
り
、
議
員
は
住

民
か
ら
信し

ん
た
く託
を
受
け
て
、
そ
の

声
を
行
政
に
反は

ん
え
い映
さ
せ
る
た
め

に
働は

た
ら

く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、長
谷
川
貴
康
氏
は
、

私
が「
自み

ず
か

ら
率そ

っ
せ
ん先

し
て
除じ

ょ
そ
う草

な

ど
の
地ち

域い
き

活か
つ
ど
う動
を
行
う
ん
や
。」

と
の
主し

ゅ
ち
ょ
う張
に
対
し
、「
俺お

れ

が
し
た

ら
あ
か
ん
の
や
。み
ん
な
を
集

め
て
、さ
せ
な
あ
か
ん
の
や
。」

「
俺お

れ

は
住
民
を
指し

導ど
う

し
な
あ
か

ん
の
や
。俺お

れ

は
住
民
を
指し

ど
う導
す

る
立た

ち
ば場
や
か
ら
。」と
反
発
し
ま

し
た
。議
員
に
住
民
を
直ち

ょ
く
せ
つ接

指し

導ど
う

、命め
い
れ
い令
す
る
権け

ん
げ
ん限
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
先
日
の
長
谷
川
貴
康
氏
の

討と
う
ろ
ん論
で
、民
意
も
聞
か
ず
、質
疑

云う
ん

々ぬ
ん

と
言
い
ま
し
た
が
、質
疑

も
何
も
し
な
い
で
、何
を
言
っ

て
い
る
の
か
理り

解か
い

が
で
き
な

い
。今
回
の
よ
う
な
条じ

ょ
う

例れ
い

違い

反は
ん

行こ
う

為い

、そ
の
他た

い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、民
意
を
聞
い
て
や
っ

て
い
る
の
か
、説せ

つ
め
い明
責せ

き
に
ん任
を
果は

た
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
件
に
つ
い
て
、議
員

は
節せ

つ

度ど

と
品ひ

ん

位い

と
責せ

き
に
ん任
が
問と

わ
れ
ま
す
。本
町
に
損そ

ん
が
い害
金き

ん

の

発
生
が
な
け
れ
ば
、条じ

ょ
う

例れ
い

違い

反は
ん

は
認み

と

め
ら
れ
な
い
の
か
。ど
う

認に
ん
し
き識
し
て
い
る
の
か
。　

　
今
回
の
具ぐ

体た
い

的て
き

な
事じ

例れ
い

は
、

町
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
倫り

ん

理り

意い

識し
き

が
問と

わ
れ
る
事じ

実じ
つ

で
あ

り
ま
す
。仮か

り

に
、現げ

ん
こ
う行
の
条じ

よ
う

例れ
い

や

規き

則そ
く

で
は
明め

い
ぶ
ん文
の
禁き

ん

止し

規き

定て
い

が

な
か
っ
た
と
し
て
も
、住
民
の

常じ
ょ
う

識し
き

、社し
ゃ
か
い会
通つ

う
ね
ん念
か
ら
み
れ
ば
、

到と
う

底て
い

容よ
う
に
ん認
で
き
な
い
行こ

う

為い

で

あ
っ
て
、ま
か
り
通
る
よ
う
で

は
、町
政
へ
の
信し

ん
ら
い頼
は
失う

し
な

わ
れ

る
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
。

▪▪答  （
町
長
）

　
こ
れ
は
議
会
活
動
が
い
い
の

か
ど
う
か
と
い
う
形
に
な
っ
て

こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。豊
郷
町

議
会
で
し
っ
か
り
と
こ
れ
は
議ぎ

論ろ
ん

さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。そ
れ
と
ま
た
、町
の
や
っ

ぱ
り
弁べ

ん

護ご

士し

が
お
ら
れ
ま
す

で
、行
政
だ
け
で
な
く
、町
の
議

会
事
務
局
も
し
っ
か
り
と
相
談

さ
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
理り

解か
い

を

し
て
も
ら
う
の
が
最さ

い
て
き適
だ
と
思

い
ま
す
。

　
そ
れ
は
町
の
も
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
、議
員
が
撤て

っ

去き
ょ

し
て
、新

し
い
も
の
を
つ
け
た
と
い
う
形

の
中
で
す
か
ら
、区
分
け
し
て
、

そ
れ
を
ま
た
弁べ

ん
ご
し

護
士
に
相
談
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、ま
た
、説
明
も

い
た
し
ま
す
。

本
会
議
で
の
答
弁
は

重
い
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
ど
ち
ら
の
説
明
が

事
実
だ
と
認
定
し
て
い
る
の
か
。

かわい  勇 議員
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②
生
活
道
路
と
認
め
ら
れ
る
所

に
は
、防ぼ

う

護ご

柵さ
く

や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。４
月

に
事
故
が
あ
っ
た
町
道
17
号

線
横
水
路
、水
路
の
底
ま
で
90

セ
ン
チ
。八
町
石
畑
団
地
町
道

１
４
５
線
高
低
差
１
３
０
セ

ン
チ
、１
４
５
号
線
と
繋
が
る

１
４
３
号
線
に
は
街
路
灯
が
１

個
も
な
い
。安
全
対
策
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

▪▪答  

（
地
域
整
備
課
長
）

① 

町
道
は
、良
い
環
境
で
は
な
い

各
自
気
を
つ
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。今
は
特
に
注
意
喚
起
を
考

え
て
い
な
い
。で
き
る
と
こ
ろ

は
対
策
し
て
い
ま
す
。

 

② 

今
回
の
事
件
で
亡
く
な
っ
た

方
が
お
ら
れ
、追つ

い
と
う悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

　 

豊
郷
町
の
ほ
と
ん
ど
が
生
活

道
路
で
歩
行
者
、自
転
車
用

柵
設
置
は
基
準
が
有
り
、地

域
整
備
課
で
は
特
に
問
題
が

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

八
町
石
畑
団
地
の
件
も
同
様

で
す
が
、慎
重
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。あ
と
、議
員
の

要
望
に
よ
っ
て
の
対
応
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▪▪問  

議
員
は
本
人
が
要
望
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
す
よ
。
地

域
住
民
の
声
を
聞
い
て
要
望
し

て
い
る
の
で
す
よ
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
豊
郷
町
の
生
活
安
全
条
例
で

生
活
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と

に
よ
り
犯
罪
や
事
故
を
防
止

し
、町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
、そ
こ
に
は【
町

の
責
務
】と
し
て
、幼
児
及
び
児

童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
施
策
…
犯
罪
、事
故
等
の

防
止
を
目
的
と
す
る
環
境
整

備
。高
齢
者
の
生
活
安
全
の
た

め
の
施
策
。条
例
に
書
か
れ
て

い
る
あ
な
た
た
ち
は
住
民
、議

員
に
条
例
を
守
れ
と
言
っ
て
条

例
を
実
行
し
な
い
の
で
す
か
。

　
生
活
環
境
に
は
、道
路
、公

園
、イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
た
人
工

▪▪問   

①
９
月
１
日
か
ら
道
路
交

通
法
改
正
に
よ
り
生
活
道
路
の

制
限
速
度
が
時
速
30
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
な
る
が
、本
町
で
は
住

民
や
交
通
車
両
に
対
し
注
意
喚か

ん

起き

や
対
策
す
る
の
か
。私
は
大

き
な
文
字
で
車
線
表
示
や
立
て

看
板
で
、ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や

生
活
道
路
と
い
っ
た
注
意
喚
起

を
し
、歩
行
帯
を
広
げ
て
車
が

ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
な
い
道
路
環

境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま

す
。特
に
学
校
周
辺
や
商
業
施

設
へ
繋
が
る
町
道
に
は
必
要
と

考
え
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

長谷川  たかやす 議員

利
用
者
の
方
と
役
場
で
か
ん
が
え
た
い

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

今
は
特
に
考
え
て
い
な
い

町
道
の
安
全
管
理
、

対
策
に
つ
い
て
問
う

物
が
あ
る
。環
境
整
備
し
て
直

し
て
い
か
な
あ
か
ん
と
い
う
ふ

う
に
掲
げ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
文
言
に
つ
い
て
、課
長
は

ど
う
思
わ
れ
ま
す
、町
長
は
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

▪▪答  （
地
域
整
備
課
長
）

　
生
活
安
全
条
例
で
掲
げ
て
い

る
道
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、よ
く
交
通
事
故
の
起
こ
る

道
路
の
安
全
対
策
を
僕
ら
は
捉

え
て
お
り
ま
す
。

▪▪問  

自
転
車
で
転
ん
で
、そ
の
は

ず
み
で
川
に
は
ま
っ
て
下
流
ま

で
流
さ
れ
た
。そ
れ
は
事
故
で

は
な
い
の
で
す
か
。今
度
、ま
た

こ
う
い
う
事
例
が
あ
っ
た
ら
、

起
こ
っ
た
ら
そ
の
と
き
は
誰
が

責
任
を
と
る
の
で
す
か
。今
こ

こ
で
私
は
そ
れ
を
指し

摘て
き

し
て

い
る
の
で
す
よ
。こ
う
い
う
と

こ
ろ
が
あ
る
、こ
う
い
う
事
例

が
あ
っ
た
。ど
う
い
う
対
策
を

し
て
い
く
の
か
、聞
い
て
い
る

の
で
す
。危
険
な
と
こ
ろ
は
、人

の
命
を
落
と
す
よ
う
な
と
こ
ろ

は
、ち
ゃ
ん
と
行
政
が
直
し
て

い
か
な
あ
か
ん
。直
し
て
い
け

る
の
は
行
政
だ
け
で
す
よ
。町

長
の
答
え
で
お
願
い
し
ま
す
。

▪▪答  

（
地
域
整
備
課
長
）

　
事
件
な
の
で
、特
に
対
策
は

考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

▪▪問  

①
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
元

に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

把は

握あ
く

を
町
の
方
か
ら
出
来
な
い

か
。

▪▪答  

（
住
民
生
活
課
長
）

 

① 

住
民
の
皆
様
の
意
見
を
参
考

に
考
え
て
工
夫
す
る
。

② 

利
用
者
の
方
か
ら
の
一
報
が

有
れ
ば
、あ
ら
ゆ
る
方
法
で

一
緒
に
検
討
し
て
い
く
。
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②
生
活
道
路
と
認
め
ら
れ
る
所

に
は
、防ぼ

う

護ご

柵さ
く

や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。４
月

に
事
故
が
あ
っ
た
町
道
17
号

線
横
水
路
、水
路
の
底
ま
で
90

セ
ン
チ
。八
町
石
畑
団
地
町
道

１
４
５
線
高
低
差
１
３
０
セ

ン
チ
、１
４
５
号
線
と
繋
が
る

１
４
３
号
線
に
は
街
路
灯
が
１

個
も
な
い
。安
全
対
策
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

▪▪答  

（
地
域
整
備
課
長
）

① 

町
道
は
、良
い
環
境
で
は
な
い

各
自
気
を
つ
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。今
は
特
に
注
意
喚
起
を
考

え
て
い
な
い
。で
き
る
と
こ
ろ

は
対
策
し
て
い
ま
す
。

 

② 

今
回
の
事
件
で
亡
く
な
っ
た

方
が
お
ら
れ
、追つ

い
と
う悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

　 

豊
郷
町
の
ほ
と
ん
ど
が
生
活

道
路
で
歩
行
者
、自
転
車
用

柵
設
置
は
基
準
が
有
り
、地

域
整
備
課
で
は
特
に
問
題
が

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

八
町
石
畑
団
地
の
件
も
同
様

で
す
が
、慎
重
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。あ
と
、議
員
の

要
望
に
よ
っ
て
の
対
応
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▪▪問  

議
員
は
本
人
が
要
望
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
す
よ
。
地

域
住
民
の
声
を
聞
い
て
要
望
し

て
い
る
の
で
す
よ
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
豊
郷
町
の
生
活
安
全
条
例
で

生
活
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と

に
よ
り
犯
罪
や
事
故
を
防
止

し
、町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
、そ
こ
に
は【
町

の
責
務
】と
し
て
、幼
児
及
び
児

童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
施
策
…
犯
罪
、事
故
等
の

防
止
を
目
的
と
す
る
環
境
整

備
。高
齢
者
の
生
活
安
全
の
た

め
の
施
策
。条
例
に
書
か
れ
て

い
る
あ
な
た
た
ち
は
住
民
、議

員
に
条
例
を
守
れ
と
言
っ
て
条

例
を
実
行
し
な
い
の
で
す
か
。

　
生
活
環
境
に
は
、道
路
、公

園
、イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
た
人
工

▪▪問   

①
９
月
１
日
か
ら
道
路
交

通
法
改
正
に
よ
り
生
活
道
路
の

制
限
速
度
が
時
速
30
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
な
る
が
、本
町
で
は
住

民
や
交
通
車
両
に
対
し
注
意
喚か

ん

起き

や
対
策
す
る
の
か
。私
は
大

き
な
文
字
で
車
線
表
示
や
立
て

看
板
で
、ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や

生
活
道
路
と
い
っ
た
注
意
喚
起

を
し
、歩
行
帯
を
広
げ
て
車
が

ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
な
い
道
路
環

境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま

す
。特
に
学
校
周
辺
や
商
業
施

設
へ
繋
が
る
町
道
に
は
必
要
と

考
え
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

長谷川  たかやす 議員

利
用
者
の
方
と
役
場
で
か
ん
が
え
た
い

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

今
は
特
に
考
え
て
い
な
い

町
道
の
安
全
管
理
、

対
策
に
つ
い
て
問
う

物
が
あ
る
。環
境
整
備
し
て
直

し
て
い
か
な
あ
か
ん
と
い
う
ふ

う
に
掲
げ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
文
言
に
つ
い
て
、課
長
は

ど
う
思
わ
れ
ま
す
、町
長
は
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

▪▪答  （
地
域
整
備
課
長
）

　
生
活
安
全
条
例
で
掲
げ
て
い

る
道
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、よ
く
交
通
事
故
の
起
こ
る

道
路
の
安
全
対
策
を
僕
ら
は
捉

え
て
お
り
ま
す
。

▪▪問  

自
転
車
で
転
ん
で
、そ
の
は

ず
み
で
川
に
は
ま
っ
て
下
流
ま

で
流
さ
れ
た
。そ
れ
は
事
故
で

は
な
い
の
で
す
か
。今
度
、ま
た

こ
う
い
う
事
例
が
あ
っ
た
ら
、

起
こ
っ
た
ら
そ
の
と
き
は
誰
が

責
任
を
と
る
の
で
す
か
。今
こ

こ
で
私
は
そ
れ
を
指し

摘て
き

し
て

い
る
の
で
す
よ
。こ
う
い
う
と

こ
ろ
が
あ
る
、こ
う
い
う
事
例

が
あ
っ
た
。ど
う
い
う
対
策
を

し
て
い
く
の
か
、聞
い
て
い
る

の
で
す
。危
険
な
と
こ
ろ
は
、人

の
命
を
落
と
す
よ
う
な
と
こ
ろ

は
、ち
ゃ
ん
と
行
政
が
直
し
て

い
か
な
あ
か
ん
。直
し
て
い
け

る
の
は
行
政
だ
け
で
す
よ
。町

長
の
答
え
で
お
願
い
し
ま
す
。

▪▪答  

（
地
域
整
備
課
長
）

　
事
件
な
の
で
、特
に
対
策
は

考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

▪▪問  

①
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
元

に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

把は

握あ
く

を
町
の
方
か
ら
出
来
な
い

か
。

▪▪答  

（
住
民
生
活
課
長
）

 

① 

住
民
の
皆
様
の
意
見
を
参
考

に
考
え
て
工
夫
す
る
。

② 

利
用
者
の
方
か
ら
の
一
報
が

有
れ
ば
、あ
ら
ゆ
る
方
法
で

一
緒
に
検
討
し
て
い
く
。
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編
集
後
記

　
暑
さ
厳
し
き
中
、
町
民
の
皆
様
方
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
、
体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
あ
る
方
が
「
議
会
の
傍ぼ

う
聴ち

ょ
うに
は

行
け
な
い
が
議
会
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

特
に
一
般
質
問
で
議
員
の
活
動
状
況
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
が
、
次
回
か
ら
出
来
ま
し
た
ら
全
議
員
さ

ん
の
声
を
載
せ
て
ほ
し
い
。」
と
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
様
に
毎
回
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お
読
み
頂

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
議
員
が
町
民
皆
様

方
の
声
を
聴
き
議
会
活
動
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
が
体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
生

活
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　

�

委
員
　
村
岸
　
善
一

訂
　正

９
月
４
日（
金
）　
開
　
会

９
月
７
日（
月
）　
一
般
質
問

９
月
９
日（
水
）　
総
務
建
設
常
任
委
員
　

９
月
11
日（
金
）　
文
教
民
生
常
任
委
員
会

９
月
14
日（
月
）　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
月
15
日（
火
）　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
月
28
日（
月
）　
再
　
開

＊ 

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
で
す
。

＊ 

傍
聴
は
誰
で
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。
議
場
は
３
階
で
す
。

９９
月
議
会
の
予
定

月
議
会
の
予
定

　
議
会
だ
よ
り
第
100
号
に
お
い
て
記
載
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

下
記
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

Ｐ
７
　�

発
議
第
１
号
の
本
会
議
で
の
採

決
結
果

　
　（
誤
）

　
　（正
）

・�

Ｐ
13
　�

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
予
算
決
算
常

任
委
員
会

　
　（誤
）企
画
振
興
課

　
　
　
　�

問
　��

選
挙
の
投と
う

票ひ
ょ
う
時じ

間か
ん
や
啓け
い

発は
つ
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て

　
　（正
）総
務
課

　
　
※
総
務
課
が
答
弁
し
て
い
ま
す
。

辻
本

〇

辻
本

退
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